
アーバンデータチャレンジ紹介 

「地域拠点の長期的なモティベーション
維持に向けたUDCの『チャレンジ』」 

東京大学生産技術研究所・准教授 
UDC実行委員長 
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2013年から始まり、 
今年で三回目！ 



UDC2014を担う10の地域拠点 
（地域拠点コーディネーター） 

石川ブロック  

（金沢市：一般社団法人
コード・フォー・カナザワ代
表理事・福島健一郎氏） 

島根ブロック 

（松江市：島根大学法文
部教授・野田哲夫氏） 

徳島ブロック 

（徳島県：政策創造部統
計戦略課・吉川満氏） 

福岡ブロック 

（福岡市：ビッグデータ＆
オープンデータ研究会in
九州・梶原信一氏） 

• 拠点ブロックは都道府県単位で設定。 
• 複数市町村が含まれる場合も都道府県単位で支援！ 

北海道ブロック 

（室蘭市：室蘭市企画財
政部課・丸田之人氏） 

茨城ブロック 

（水戸市：水戸市情報政
策課・北條佳孝氏） 

東京ブロック 

（日野市：企画部地域戦
略室・中平健二朗氏） 

神奈川ブロック 

（横浜市：横浜市政策局
政策課・関口昌幸氏） 

静岡ブロック 

（静岡県：静岡県情報政
策課・杉本直也氏） 

大阪ブロック 
（大阪市：LODチャレンジ

実行委員会関西支部
長・古崎晃司氏） 
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H26.4-6月 H26.7-9月 H26.10-12月 H27.1-3月 

東京でのイベント 

自治体コンタクト 

学会・他団体との
連携 

オープンデータ 
関連団体の取組 
（2013年実績） 

UDC年間スケジュール（2014年度例） 

【キックオフ】 
CSIS-iシンポ＆WS 

(6/16) 

【エントリー 
締切】 

(12/20) 

【作品締切】 
(1/20) 

【表彰式】 
(3/1) 

参加意向調査 
(4月中旬～5/中旬) 

・6/16に話題提
供して頂ける 
自治体募集 

Mashup Awards 9 (8/30-10/28) 

ビッグデータ・オープンデータの
活用アイデアコンテスト(6/1-8/31) 

LOD challenge 2013 (10/1-1/10) 

経産省・総務省(12/10-1/17) 

総務省アプリ 
(1/上旬-2/17) 

IODD2014 
 (2/22：日本32都市) 

【ワークショップ】 
(11/13-15?) 

G空間EXPO内 

【データ提供開始＆チー
ムビルディング】 

CSIS-iシンポ？(9/30) 

【地方拠点ワークショップ】 
 (第一ラウンド：7月〜10月) 

【会場＆中継参加？】 

シンポ？(9/24-25) 
土木情報利用シンポ 

自治体データのストレージ・月1程度でメルマガ発行 

シンポ？(11/7-8) 
GIS学会内 

分野別ワークショップ(7月〜11月) 

【地方拠点ワークショップ】 
 (第二ラウンド：11月〜1月) 
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UDC2014受賞作品 
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AED SOS  
（2013年度アプリ金賞：玄正さん） 

• AEDのオープンデータを登録し、急病を見つけた人
が素早く、周囲に救助を知らせるアプリ。 

• この後、ベンチャーを起業 
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さっぽろ保育園マップ 
（2014年度アプリ金賞：Code for Sapporo） 

 

9 http://papamama.codeforsapporo.org/ 



How will my city affect me ? 
（2014年度アプリ銀賞：長谷川さん） 

• コンパクトシティを分かりやすく伝える 

• 4市分をすでに公開し、年度末までに全国対応予定 

10 http://mycityforecast.net/ 



地域拠点は？ 
• 静岡ブロック（コーディネータ：静岡県） 

→オープンデータに熱心な県の担当者が統計局長を連れてきた
らすっかり乗り気になって、一か月後にポータル公開（県で最初
のオープンデータ） 

 

• 北海道ブロック（コーディネータ：室蘭市） 
→室蘭市をベースに市民団体や室蘭工大などを巻き込みながら
実施。室蘭Local wikiの立ち上げや多数の受賞 

 

• 石川ブロック（コーディネータ：Code for Kanazawa） 
→ごみ収集アプリ、5374.jpが様々な地域に横展開され、市民の
活動が活発化 

 
などなど 
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それで、いよいよ三年目！ 
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そもそものUDCの目指すところ 
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「地域の課題解決？」 

そんな簡単じゃないし、 

各地域のキーパーソンなしにはあり得ない 

補助金等で一か所を集中的に支援すること

はできるけど持続的でない（ことが多い） 



なので、UDC 5か年計画（2014年策定） 
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「毎年10拠点（都道府県ブロック）ずつ増

やし、拠点がどれだけ続けてくれるか、

我々がどこまでサポートできるか」 

のチャレンジ 

ただし、始めからかなり未体験ゾーンで 

みんなちょっと不安。。 



（勝手な）地域拠点の分類 

• UDCがあろうがなかろうが、独走していた拠点
（UDCが入るとかえって位置づけがややこしくなった？） 
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• UDCがあったので、何とか活動のモチベーショ
ンがキープできた拠点 

• UDCがあって、地域拠点の活動が花開いた！
拠点 

• UDCの力足りず・・・の拠点 

 
どういう形でも今後もUDCは勝手に支援しますが。 

 

 



UDC2015の特徴 

• 資金の支援：10拠点を新規追加し、計20地域拠点それ
ぞれを上限20万円で補助開始。 

• データの支援：データの流通量を質・量ともに増やしてい
くことは命題。 

– データスポンサー（今年は国立国会図書館、ナビタイム）とも強
く連携し、単独ワークショップを開催。 

– 自治体オープンデータをポータルで提供 

• 人材や横展開の支援： 

応募作品を増やせるか？ 

– 既存アプリの横展開や地域実証を評価する「ソリューション部
門」も継続（周知を図る）。 

– 地域コーディネータを支えるメンターの設置 
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Powered by CartoDB 2015 

2014第1期拠点ブロック 
2015第2期拠点ブロック 

■第2期拠点 地域拠点コーディネータ一覧 

岩手ブロック 小野寺 正寿 一関市商工労働部工業課 

福島ブロック 藤井 淳 会津若松市総務部情報政策課 

福島ブロック 猪股 秀行 公益財団法人郡山地域テクノポリス推進機構 

滋賀ブロック 楠  大津市役所政策調整部情報システム課 

奈良ブロック 佐藤 拓也 Code for IKOMA 

和歌山ブロック 三嶋 信史 橋本市企画部企画経営室 

鳥取ブロック 田中 健一 鳥取県総務部情報政策課 

鳥取ブロック 東野 正幸 Code for Tottori/鳥取大学総合メディア基盤センター 

鳥取ブロック 井上 仁 鳥取大学総合メディア基盤センター 

山口ブロック 米冨 竜太 山口市総務部情報管理課 

愛媛ブロック 兼久 信次郎 Code for DOGO 

愛媛ブロック 中川 祐治 愛媛大学・Code for DOGO 

佐賀ブロック 牛島 清豪 Code for Saga 

鹿児島ブロック 中窪 悟 肝付町企画調整課 

■第1期拠点 地域拠点コーディネータ一覧 

北海道ブロック 丸田 之人 室蘭市企画財政部企画課[高度情報推進] 

北海道ブロック 川口 陽海 室蘭市企画財政部企画課[高度情報推進] 

茨城ブロック 北條 佳孝 水戸市市長公室情報政策課 

東京ブロック 中平 健二朗 日野市企画部地域戦略室 

神奈川ブロック 関口 昌幸 横浜市政策局政策課 

神奈川ブロック 石塚 清香 金沢区地域振興課 

石川ブロック 福島 健一郎 一般社団法人コード・フォー・カナザワ  

静岡ブロック 浦田 芳孝  静岡県企画広報部情報統計局情報政策課 

大阪ブロック 古崎 晃司 
大阪大学産業科学研究所/LODチャレンジ実行委員
会関西支部 

島根ブロック 野田 哲夫 島根大学法文学部 

徳島ブロック 吉川 満 徳島県政策創造部統計戦略課 

徳島ブロック 坂東 勇気 Code for Tokushima 

徳島ブロック 新久保 渡 徳島県政策創造部統計戦略課 

福岡ブロック 坂本 好夫 
公益財団法人九州先端科学技術研究所プロジェクト
推進部(BODIK） 

福岡ブロック 村上 和彰 
九州大学システム情報科学研究院/九州先端科学技
術研究所 

福岡ブロック 梶原 信一 福岡アジア都市研究所 

福岡ブロック 金丸 宗継 福岡市総務企画局ICT戦略室 

福岡ブロック 大森 絵美 福岡市総務企画局ICT戦略室 

第1期＋第2期（新規）＝20地域拠点！ 
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とはいえ、すでにかなり混沌か！？ 
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(2)データポータルによる提供(DKAN):  
47都市・約2,500件（2014）→2015年？？？ 

Powered by dkan 

http://udct-data.aigid.jp/  

19 

http://udct-data.aigid.jp/
http://udct-data.aigid.jp/
http://udct-data.aigid.jp/
http://udct-data.aigid.jp/


地図プレビュー機能：CSV、KML、GeoJSON対応 
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• 県：21県/47県（44.7%） 
• 市町村： 114地域/1,718地域(6.6%) 

• うち、政令指定都市：13都市/都市20（65.0%） 
• うち、中核市：15都市/45都市(33.3%) 

• 区（横浜市、大阪市など）： 26区 

■：県 
◆：政令指定都市 
◆：中核市 
◆：市町村 

（2015年8月25日時点、一部未集計） 

10,457データセット 
（2015年8月25日時点、一部未集計） 
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オープンデータ ｘ 位置情報* 

都市 位置情報有 (%) 位置情報無 (%) 合計 

都道府県 1,825 17.5% 3,097 29.6% 4,922 

政令指定都市 372 3.6% 62 0.6% 434 

中核市 705 6.7% 644 6.2% 1,349 

市町村 1,385 13.2% 2,039 19.5% 3,424 

区部 96 0.9% 232 2.2% 328 

合計 4,383 41.9% 6,074 58.1% 10,457 

＊：緯度経度や座標値、住所情報のカラムがあるデータ＆地図データ 
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オープンデータリストVer.2も公開！ 
http://i.csis.u-tokyo.ac.jp/news/opendata/index.html  

CCー表示4.0国際 23 

http://i.csis.u-tokyo.ac.jp/news/opendata/index.html
http://i.csis.u-tokyo.ac.jp/news/opendata/index.html
http://i.csis.u-tokyo.ac.jp/news/opendata/index.html
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https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja


(3) 強力なパートナーも！ 

国立国会図書館 
デジタルコレクション 

経路検索条件など 
データ提供 

地域拠点（３拠点）＋協議会 
として、支援をご予定 

オープンガバメント推進協議会 
（９県市協議会） 

そして、専門知をお持ちの研究者の皆様も！ 
24 



賞金総額 200万円！
＊ 

アーバンデータチャレンジ2015 
作品募集！ 

作品概要：平成27年12月25日（金）まで 
作品締切：平成28年1月29日（金）まで 

最終審査会：平成28年2月27日（土）東京大学駒場リサーチキャンパスを予定 

* 賞金総額は、応募状況により変更の可能性があります 

アプリケーション データ アイデア ソリューション 

金賞 50万円 10万円 10万円  10万円×3作品程度 
 

銀賞 30万円 5万円  5万円 

銅賞 10万円 --- --- 

自治体特別賞 オープンガバメント推進協議会賞、自治体特別賞（橋本市賞（仮称）、水戸市賞（仮
称）ほか）、データ提供支援拠点賞、学生奨励賞 
※各賞該当なしの場合もあります 

http://udct-data.aigid.jp/sites/default/files/udc2015oubo-v1.pdf  
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募集作品 
地方自治体のオープンデータやUDC2015用に公開されているデータ等を

用いて作成、あるいはそれらのデータ等を用いることを想定した、地域課
題の解決に資する作品を募集します。 

応募部門 
アプリケーション部門・データ部門・アイデア部門・ソリューション部門の4部

門です。ソリューション部門は他薦での応募も可能です。各部門の詳細は
下記を参照ください。 

応募主体 個人、法人、任意のグループのいずれでも構いません。 

応募方法 
作品概要エントリーは応募フォームに記入してお送りください。作品提出
はエントリー後に実行委員会事務局より指定されたフォームで提出くださ
い。 

審査方法 

一次審査は、複数の実行委員により新規性、有用性、実現可能性の3点
から審査します。一次審査を通過した作品は最終審査会（平成28年2月27

日）でプレゼンテーションして頂き、それを踏まえた来場者投票により受賞
作品を決定します。 ※未発表・未公開の作品、および、多様な主体がコラ
ボレーションして作品を提案頂いた作品は、一次審査において加点します。 

応募詳細！ 

26 


